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ケアマネの出会った

家族たち

５
木村晃子

居宅介護支援事業所 あったかプランとうべつ

地域で支える認知症ケア

家族と地域をつなぐ

私たちの日常には殊更意識する必要もな

く、地域とつながる機会というのは組み込

まれています。町内会の役割や行事、子供

を通しての学校活動などつながる場面はあ

ります。近年、町内会機能は脆弱化してい

るといわれることもありますが、この田舎

町ではまだその機能は比較的保たれていま

す。それは時に煩わしさもあり、時に人と

つながる温かみもあるでしょう。けれども、

昔のそれとは違い各家庭のありようや抱え

る悩みごとなどが、そのようなコミュニテ

ィにおいて露呈されることは極めて少ない

し「個人情報」という名の下においてはむ

しろ包み隠されることが近頃の傾向なのか

もしれません。個人と地域とのつながりと

は残念ながら表面的以上には形成されてい

ないのでしょう。

社会システムが変化し家族機能も変化し

ている。人と人とのつながりの弱さを指摘

される今だからこそ求められるのは、やは

り自分の周りの出来事に対する興味関心、

思いやり、そんなありきたりのことなのか

もしれません。

本来、人は自分の生活は誰かにとやかく

言われるのではなく、自分で考え決め行動

していきたいと願っているはずです。例え

他者の手助けが必要な状況であっても、誰

かの助けを受けることへの遠慮も含め躊躇

は持っているのではないでしょうか。そん

な時に上手なお節介があるとずいぶんと暮

らしやすくなるのだと思います。最近は上

手なお節介ができる人も少なく、何か手助

けが必要な人を見つけても、それは地域の

方のお節介よりも「専門機関」への通報と

なって、専門家たちが何気なく介入し、フ

ォーマルサービスにつながり、個人の家庭

では困りごとなどなかったかのように暮ら

しが続きます。周囲も何となく事情を知り
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つつも知らないふりをして当たらず障らず

関係が続いていることもあります。そんな

関係からは地域の助け合いやつながりなど

はできにくいだろうなと感じます。例えフ

ォーマルサービスにつながったとしても、

専門家が介入しているからこそ、もう一度

地域とのつながりを作っていきたいと思い

ます。

二人暮らし

サキさんは９０歳。５０代の娘蝶子さん

との二人暮らしです。これまではお元気だ

ったサキさんは７０代の半ば過ぎまで農作

業の手伝いにでかけるなど活動的に過ごし

ていました。住み慣れた住居も古くなり、

立ち退きを迫られたのを機に、お二人は近

くの一軒家に暮らしを移すことにしました。

引っ越しを機に農家への手伝いをやめ自宅

でのんびり過ごすことになりました。その

頃からでしょうか、サキさんの物忘れがあ

りました。年齢的なものだと思っていた蝶

子さんは特に気にすることなく、仕事に出

かけていました。けれども、３年ほど前か

ら、近所へ散歩に出掛けたサキさんが自宅

に戻れなくなり、警察に探してもらうこと

も出てきました。夕方になると「帰る」と

言っては外へ出て行こうとするのです。も

う目が離せません。蝶子さんは勤めを辞め、

サキさんの介護に専念します。まだ若く家

のこともサキさんの介護も難なくこなす蝶

子さんの様子に近所の方が何か関わるとい

う場面はありませんでした。けれども今、

蝶子さんは片時もサキさんから目が離せな

い状況になっていました。蝶子さんは介護

保険サービスの利用を考え相談は、蝶子さ

んからケアマネへとつながりました。

家族の外へつながっていく

初回面接のために、お二人の自宅にやっ

てきたケアマネです。新興住宅街ではお二

人の年齢構成よりも若い世代の家族が居住

しています。昼間は静かな住宅街です。ケ

アマネがインターフォンを鳴らすと元気な

声の蝶子さんが対応してくれました。招き

入れられた部屋の中には、歴史を感じる家

具がシンプルに配置されています。長く大

切に使いこまれたものでしょう。見渡すと

部屋にはサキさんの姿はありません。尋ね

ると「話しがほとんど通じません。こちら

の言っていることも意味が理解できずに、

知らない人の顔を見るとストレスになるよ

うです。」と蝶子さんから言葉がありました。

ご挨拶だけでも、とお願いし、居間に続く

和室に室内犬とともに座っているサキさん

に声をかけました。「こんにちは。」サキさ

んは首をかしげ蝶子さんの方をみます。「ケ

アマネジャーさんだよ。これから色々相談

にのってくれるから」そう言うと和室のふ

すまを静かに閉めました。

蝶子さんから、サキさんの様子を伺いま

す。体の動きは良いが、全てに声かけや誘

導、動作補助が必要な状況で、一日を通し

て蝶子さんがサキさんと離れることができ

る時間はほとんどないようです。運動不足

だと夜になっても眠らないので、日中はな

るべく散歩にでかけ体を疲れさせ良眠でき

るように工夫をしています。家事はできな

いけれど、家事をしたがるので、一緒にや

ります。時間がかかるので蝶子さんは自分

一人でやりたいけれど、本人と一緒にした

方が本人のためだと思うので、なるべく一

緒にしています。それは認知症介護のお手

本のような、とても丁寧に介護されている

事が伝わってきました。

ケアマネは、介護の状態が重いサキさん

をきちんと介護されている蝶子さんの様子

に心配が走りました。それはあまりにもお

一人で頑張り過ぎているように映ったから
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です。蝶子さんからは、週１回でもディサ

ービスに通ってもらいその間自分が家庭内

の用事を足すことさえできればいいので、

週１回のディサービスの利用をお願いしま

す、という希望でした。

蝶子さんの意向を聞いた上で、一通りの

介護保険サービスについての説明をしまし

た。お一人での介護の負担を減らせるよう

に介護サービスの利用の仕方の提案なども

してみました。けれども、蝶子さんは、数

ある介護保険サービスについても、あまり

必要性を感じていない。とりあえず、週 1
回だけディサービスに通う事が出来れば十

分です、と介護についてはっきりとした意

見を持っていました。

ケアマネの提案を受け入れる姿勢があま

りないことや、ご自身の考えた事以外の選

択肢についてはやや頑な姿勢が感じられま

す。これまでのお二人はどんな生活をされ

てきたのか気になりました。

サキさんは３人の子供を出産。末っ子で

ある、蝶子さんを出産して間もなく御主人

をなくしています。サキさんは三人の子供

を女手一つで育てあげました。それぞれを

社会人として巣立たせ、蝶子さんが高校を

卒業し就職すると二人の生活が続きました。

それぞれに、仕事に精を出し、自分たちの

ことは自分たちで何でもこなしてしまいま

す。数年前の引っ越しの際も、引っ越し業

者の利用などはせず、少しずつ自分たちで

荷物を運び出し、引っ越しを完了したそう

です。

これまでの生活はほとんどの事が、お二

人で考えてお二人の手で事を成し遂げてき

たようです。介護の手助けが必要となった

今後についても、自分たちでデザインした

生活をしていきたいのは当然でしょう。介

護が必要だからといって急に何もかも介護

サービスに頼っていこうとは思わないのが

自然です。

ケアマネは、蝶子さんの意向を尊重し、

この二人だけの暮らしに介護サービスが導

入されたことによる何らかの変化を見なが

ら今後の支援体制を考えていこうと思いま

した。支援体制を急いで作らないというこ

とです。ケアマネの見立てでは、恐らくサ

キさんの認知症はこれからも進む。その時

に介護サービスだけで在宅生活を支えるの

は難しいと判断したのです。少しずつ、地

域の方に認知症であるサキさんを理解し、

サキさんと蝶子さんお二人の生活を理解し

関心を向けていただけること、そのような

地域の方々の助けを受けながら在宅生活の

支援体制を作っていくことが、お二人の暮

らしには必要だと思ったのです。

蝶子さんが二人の生活に初めて他者の介

入を求めたことに対して、その背後にある

葛藤も含めた思いを理解しながら関わろう

と考えました。

その後、まずは蝶子さんから希望のあっ

たディサービスの利用について事業所の選

定や見学を蝶子さん、サキさん、ケアマネ

の三者で行いました。いよいよ第一回目の

ディサービス利用です。サキさんはやや緊

張した様子もありましたが、自宅以外の時

間を過ごすことに大きな抵抗はありません

でした。2 回ほどのサービス利用の後、蝶

子さんからはディサービスの利用回数を増

やしたいとの意向が示されました。実際に

サキさんがディサービスへの参加ができて

いること、そのことにより蝶子さん自身が

時間を有意義に使えたという実感を得たの

でしょう。ディサービスはわずかな期間で

週３回の利用という形になりました。蝶子

さん以外の人との交流機会が持てるように

なったことで、サキさんの表情の豊かさが

増えたことや、自発語がほとんどなかった

最初の頃とは違いずいぶん言葉が出るよう
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になりました。しかし、その一方で歩行機

能は低下していて、歩いていると、段差で

つまずいたり、転んだりすることもありま

した。外で転び膝を骨折してしまった事が

ありました。受診先ではギプス固定。とこ

ろが、ギプスで固定された自分の足をどう

しても受け入れることができないサキさん

は、なんとかしてギプスを壊そうとします。

不穏状態は極まりなくなります。仕方無く

ギプスを外してもらうことにしました。骨

折でギプスをはずす、言いかえると治療方

針に応じないということです。これでは受

診先の医師も手だてはありません。あとは

自宅で経過をみるしかないのです。やや時

間はかかりながらも、膝の状態は改善し歩

けるようになりましたが、やはり転倒リス

クは大きくある歩行状態です。蝶子さんが

少しでもサキさんの前から姿をみえなくす

ると、サキさんの不安は増して蝶子さんを

探し歩きます。室内での転倒も十分あり得

る状況です。四六時中目を離せない蝶子さ

んの疲労を気にして、ケアマネはショート

スティ（短期間の宿泊サービス）を提案し

ます。けれども蝶子さんはショートスティ

の利用を躊躇します。施設では介護の必要

性の高いサキさんはもてあまされてしまう

のではないか、という不安や、宿泊から帰

宅した後、環境変化でさらに認知症状が悪

化してしまうのではないか、そんな不安が

ありました。まだ、ディサービス利用だけ

で頑張って自宅で介護していきたい、と蝶

子さんの一人介護は続きました。

地域の応援者・認知症サポーター

それにしても、毎日の介護では、週３回

のディサービス利用があったとしても、圧

倒的に蝶子さんが一人で介護をする時間の

方が長いのです。なんとか、蝶子さんの身

体的精神的負担を軽減したいものです。こ

こで役に立つのは、教科書に書いてあるよ

うな、認知症介護のコツや、傾聴などとい

うことではないのです。必要なのは時間。

蝶子さんだけの時間です。そして、介護を

一人で担いきらなくても済むように信頼で

きる人に頼る状況を作り出していくことが

必要なのです。

これまでの、ディサービス利用の他に、

地域の認知症サポーター有志による訪問ボ

ランティアの活用を提案しました。短時間、

サキさんの元へ訪問し、蝶子さんが犬の散

歩や買い物などの用事が足せるように、と

いうのが狙いです。この地域で認知症サポ

ーターが無償ボランティアで活動すること

はこれまでありませんでした。初の試みな

のです。ですから、サキさんを一方的に支

援する、ということではなく、サポーター

さんの活動に協力していただくという側面

も持ち合わせていました。蝶子さんへはそ

の理解をしていただく必要がありました。

一人でサキさんを支えるには無理があると

感じ始めていた蝶子さんはサポーターさん

の受け入れに協力してくれることになりま

した。

さっそく地域の認知症サポーター有志に

ボランティア協力を要請しました。初回で

は４名のサポーターがサキさんのサポート

に入ってくれることになりました。３０分

から１時間。サキさんの自宅を訪問し蝶子

さんが不在の間の見守りをするのです。始

めはサキさんも蝶子さんの姿が見えなくな

ると不安そうに探し始めましたが、程なく

サポーターさんとの時間には慣れていきま

した。サポーターさんの顔や名前などは覚

えていません。けれども毎日誰かが自宅へ

きて優しい笑顔で微笑みかけてくれること

に、いつしかサキさんは、人が訪ねてくる

ことを楽しみに待つようになりました。

サポーターさんが蝶子さんやサキさんの
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自宅に訪問することは、サキさんにだけ変

化が起こったわけではありません。毎日の

介護の大変さを、わずかな時間でもサポー

ターさんが共有することで、蝶子さんへの

ねぎらいの言葉がかけられます。蝶子さん

にとっても、わずかな時間、自分が介護し

ている母親を一人で見守ってくれるサポー

ターさんには同じ思いを抱けるのです。サ

ポーターさんにその時々の想いを話すこと

ができるようになっていました。この地域

は雪が多く、冬になると道幅も狭まり車を

止めるスペースもほとんどなくなってしま

う状況です。そんなこともあって、サポー

ターさんは徒歩で通える距離の方が来てく

れていました。頻繁に、介護サービスの送

迎車が来たり、サポーターさんの出入りが

あるサキさん、蝶子さんの家の様子をお隣

の方は目にしていたのでしょう。雪かきを

していた時に、隣りの若いご一家の奥さん

が蝶子さんに声をかけました。「もしお母さ

んの調子が悪いのであれば、何かお手伝い

できることがあれば声をかけてください。

必要な物があれば買い物などのお手伝いも

できますよ。」車を運転しない蝶子さんを気

遣っての声です。「ありがとうございます。

でも、声をかけるために母から目を離すこ

とさえできないんですよ」そんな会話のや

りとりがありました。その後、郵便受けに

隣の奥さんから、電話番号が書かれたメモ

が入っていました。「何かあれば電話してく

ださい。」実際には、蝶子さんがお隣の奥さ

んに頼ることはありませんが、隣の方が蝶

子さんとサキさんの生活状況を知ってくれ

ているというのは大きな支えです。そして

こんな声かけがあれば何かの時には頼りや

すいものです。サキさんと蝶子さんはサポ

ーターさんに慣れてくると、その後訪問看

護やショートスティのサービス利用を開始

することになりました。ディサービスも一

か所から二か所を利用することにしました。

サキさんの表情の豊かさは一層増し、言葉

がずいぶんと出るようになりました。訪れ

る人に笑顔で対応し、蝶子さんの姿がなく

ても介護者と一緒に過ごせるようになって

います。決して認知症が改善された訳では

ないのです。夜間の不眠が続き、蝶子さん

も憔悴しきってしまうこともあります。そ

れでも、あと、一日、あと一時間頑張れば、

サービスにつながる、サポーターさんが来

てくれる、そんな少し先が見えるから今な

お介護が頑張れるのでしょう。今、蝶子さ

んは、サキさんの老人ホーム入所の手続き

を終えました。これから順番が回ってサキ

さんが入所できるその日まで、介護サービ

スや地域の人の手を借りながら自宅での介

護を続けていく決意を持っています。

助けを受け入れるにも力がいるのです。

助けてもらうことに慣れていないと、助け

られることに躊躇してしまいます。一歩一

歩試しながら蝶子さんの手を離れた時間に

もサキさんの笑顔があるのだということを、

蝶子さん自身が理解できたことで、人の手

を借りていくことが順次できていったので

しょう。そして、大きいのは、サービス事

業者ではなく、地域の人の休日問わずにサ

ポートしてくれる、優しい気持ちと時間の

提供がサキさんと蝶子の生活を大きく支え

ているのだと思います。   

サポーターさんは、認知症で発語もまま

ならないサキさんの見守りに戸惑いを持ち

ながらスタートしました。何を話したら、

何をしてあげたら、そんな不安もつかの間、

ただただ時間を共にすること、例え言葉が

なくても同じ時間を共有すること、その静

かな時間が意味する人と人とのつながり。

サポーターさん自身がサキさんと時間を

共にすることで、認知症の方への対応方法

を具体的に学び、最初に持っていた不安は
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減っていったのです。サキさんによって、

サポーターさんの力も引き出されたのだと

思います。

今、この地域では少しずつサポーターさ

んの活動が広がろうとしています。そこに

は、サポーターさん自身が蝶子さんやサキ

さんから学んだあれこれが大きな原動力と

なっているのです。

３・１１の大きな震災の後、福祉関係者

の集まりでは、「災害を意識した地域のネッ

トワーク作り」というような話題が出てい

ます。防災意識や、そのような状況に対す

る備えは必要です。その考えは否定すべく

ものでもないでしょう。けれども、どこと

なく違和感があります。人は何かの時のた

め、という目的をもってつながっているの

でしょうか。ありふれた日常の、ちょっと

した気づかいや時にお節介、そんなやりと

りが土台となって、何かあった時に地域の

力が発揮されるのではないでしょうか。意

識するのは、災害ではないのです。私たち

の日常生活なのです。

お互い様・・・って素敵な言葉です。誰

かが誰かを一方向に助けるのではない。お

互いに影響し合って、お互いが支え合って

いる、力を引き出し合っている、そう思う

のです。こんなお互い様が少しずつ広がる

ことで、何かあった時に大きく支え合える

地域の力になるのではないでしょうか。

サキさん蝶子さんを中心に地域の支え合

いが広がっています。

＊プライバシー保護の観点から事例は事

実情報を加工しています。


